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はじめに　前編の要約と中編のねらい

















































































ることができる。というのも、 7本中 5本は明らかに批判的な文脈（パターン 3）で首相を描いてい
るからである。作品の具体的な題材を見ても、沖縄県にあるアメリカ軍の普天間飛行場の移設、献金
疑惑、小沢一郎・民主党幹事長との力関係など、在任期間を通じてきびしく批判されつづけた問題ば








　次に、鳩山を描いた 7本のうちパターン 1（批評・風刺性薄い＋現実）に属する 2本の作品の分析
に移る。2010年 4 月 4 日号（No.12179、図 1）と2010年 5 月12日号（No.12215、図 2）の作品がそ
























手だてをほぼ失っていた。結局、約 2週間後の2010年 5 月28日には沖縄「県内」の辺野古周辺へ移設
する日米合意を発表し、同日、県外移設に固執する社民党の福島瑞穂党首を閣僚から罷免する事態と






















































　同じくパターン 3 に入る2010年 1 月27日号（No.12113、図 6）の作品は、「アサッテ君」ではめず
らしく、他の政治家と対比・並列して首相を批判的に描いている点でとくに取りあげる価値がある。



































な」「ハト迷惑」（ 3～ 4コマ）と 2羽の鳩がうつむきな
がらダジャレをいう、という内容である。厳密にいえ












































































































小泉 6本 9本 1本
安倍 4本 3本 1本
福田 1本 1本 0本
麻生 3本 2本 3本
鳩山 5本 1本 1本








なくとも 2本の作品で見られた点は見過ごせない。図 1と図 4がそれで、いずれの作品でも首相は新
聞報道の一部として描かれている。ただし、鳩山は雑誌やテレビのなかに描かれることはなかった。
過去の首相では、小泉を描いた16本では新聞 7本とテレビ 1本、安倍を描いた 8本では新聞 3本とテ



























ておらず（1，318本中 0 本）、安倍がようやく 1 本（245本中 1 本＝0．40％）で作品化されたものの、






























の日常生活を描くきわめて家庭的な 4 コマ漫画である。連載8，000回を機に2004年12月 1 日号から
（一部地域除く）全国紙の 4 コマ漫画としてはじめてカラー化され、2010年 6 月14日号で連載 1 万回
東洋大学社会学部紀要 第50-2号（2012年度）
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現在、妹・ミホ（実穂）がいるが、上述の連載 1万回目の作品（2010年 6 月14日号）で誕生し、名前
は公募で集まった候補のなかから作者が選んだ。したがって、鳩山の在任期間中（2009年 9 月16日～



















1，922本中 1 本（0．05％）だけで、その後もほぼ変わらず、安倍は356本中 0 本、福田は355本中 1 本
















1 万回」『毎日新聞』2003年11月 5 日、内藤麻里子「読書日和　東海林さだおさん　みみっちく、まじめで大
胆なショージ節」『毎日新聞』2011年 6 月 7 日夕刊、などが参考になる。
17　東海林の生い立ちや漫画家としての経歴については、東海林さだお『東海林さだお自選　なんたって
「ショージ君」　東海林さだお入門』（文春文庫、2003年）などが参考になる。































（No.12113）、2010年 4 月 4 日号（No.12179）、2010年 5 月12日号（No.12215）、2010年 5 月18日号（No.12221）、




















『ウチの場合は』　『大門さんち』を語る　森下さん」『毎日新聞』2002年 2 月22日夕刊、「夕刊連載 4 コママン








26　安倍を描いた 1 本は、2007年 9 月22日号（No.1562）の作品である。また、麻生政権時に掲載された2009年




聞』2010年 6 月14日、「コボちゃん妹　『ミホ』ちゃんに」『読売新聞』2010年 6 月16日、佐藤憲一「気になる！　
コボちゃん来年は小学生」『読売新聞』2010年12月15日、「コボちゃん入学記念　ご両家夢の共演　＊植田さ
ん・けらさん対談」『読売新聞』2011年 4 月 6 日、「笑顔届け 1万640回　コボちゃん　きょう30周年」『読売新




31　小泉と福田を描いたのは、それぞれ2001年 4 月27日号（No.6761）と2008年 9 月 4 日号（No.9371）の作品
である。
32　「『コボちゃんママおめでと』　『まさかの急展開』」『読売新聞』2009年10月15日。政権交代に対する風刺が込







Prime Minister Yukio Hatoyama in Newspaper Comic Strips （Part 2）:
An Analysis of Comic Strips in the Three Major National Newspapers in Japan 2009-2010
Takeya MIZUNO and Tomomi FUKUDA
　This research attempts to analyze qualitatively （and partly quantitatively） how comic 
strips of the three major national newspapers in Japan, Mainichi, Yomiuri, and Asahi, both in 
morning and in evening editions, portrayed Prime Minister Yukio Hatoyama during his 
tenure, from September 16, 2009 to June 8, 2010.
　As the second installment of a three-part series, this article （Part 2 ） analyzes qualitatively 
how Mainichi’s “Asatte Kun” （Mr. Day-after-Tomorrow）, “Uchi no Baai ha” （In Case of our 
Family）, and Yomiuri’s “Kobo Chan” （Kobo, the Li’l Rascal） depicted Prime Minister 
Hatoyama.
